
 ともに！ つながろう 深めよう 育てよう 田根っ子の未来                 

長浜市 活動名 ： 田根地域学校協働本部 田根小学校   学校運営協議会 ： ■有  □無 

地域学校協働本部概要  ※実施した活動内容全てに■印 

開始年度：令和５年度  地域学校協働活動推進員等数：２人  

□学習支援（授業補助、学力補充等）   □図書ボランティア（読書活動支援・図書室環境整備）    □学校行事支援 

■子どもの安全確保、見守り       □部活動支援      ■学校周辺環境整備       □学びによるまちづくり 

■地域人材育成（地域課題解決型学習、地域人材によるキャリア教育）      □地域行事への参加        ■ボランティア・体験活動 

■郷土学習      □その他［                 ］ 

 

■ 事業を考案する主体（該当するすべてに■印） 

  ■学校・園   ■学校運営協議会   ■地域学校協働活動推進員等   ■行 政  □その他（          ） 

 

■ 学校運営協議会で熟議された内容（地域学校協働活動に関わる内容等） 

  ・令和６年２月20日の学校運営協議会にて地域学校協働活動について熟議を行う予定。 

 

■ 地域と学校が協働した活動（特徴的な活動） 

○学校と連携した子ども学び座 

 ・地域のまちづくりセンター祭を活用し、子ども商店を実施。 

 ・地域の協力や学校との連携により、子どもたちが企画から準備、運営を行った。 

○講演会「聞かせて先輩」 

 ・地域の方を講師に迎え、４～６年生を対象に授業を行っていただく。 

○大学生による学習や交流活動 

 ・慶応大による、本を通じた循環型の仕組みを作ることを目的として、 

住民の方からいただいた材料で本棚を作るワークショップを実施。 

慶応の大学生と虎姫高校の生徒と共に作業を行った。 

○海外アーティストによる交流会 

   ・一つの地域に一定期間滞在し、芸術活動を行うアートインレジデンスにより 

ポーランドからのアーティストによる音楽授業を実施。簡単な英語と身振り 

手振りによる音楽のワークショップを行った。 

○世代間交流「たまり場」事業 

   ・田根小学校で、地域づくり協議会福祉保健部会による世代間交流事業を実施。 

地域おこし協力隊や慶応大生とともに子どもたちが地域の方と交流する機会 

となった。 

 

■ 実施に当たっての工夫 

  ・実施の際は、地域コーディネーターが学校と情報交換を行い、連携を図りながら 

打合せを行った。 

 

■ 事業の成果 

・子どもたちが地域の方々と一緒に活動することで地域でのつながりができ、また多様な団体と協働することで、地域や世代を

超えた様々な体験をすることができた。 

 

■ 事業実施上の課題と今後の協働活動の工夫や展望 

  ・学校と地域がどんな子どもたちを育てたいかのビジョンを共通認識しながら、次年度に向けて、協働活動の内容や学習時期の

調整など年間計画を学校と地域で共有しながら進めていく必要がある。 

 

■ その他（学校運営協議会との協働等） 

  ・学校運営協議会の委員として参画いただいている、地域づくり協議会会長とまちづくりセンター所長に、地域コーディネータ

ーとして入っていただき、連携を図っている。 

  ・今後の学校運営協議会にて熟議を行いながら、共通認識をし、取組を進めていく。 

 

■協働活動推進員（コーディネーター）と協働する学校関係者（該当するすべてに■印） 

   ■校 長    ■教 頭    □地域連携担当教職員    □その他（          ） 

 

 

【 子ども学び座 】 

【 音楽ワークショップ 】 

報告書記入者（ 市民協働部生涯学習課 担当 ） 
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